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1. 2016年12月期 第3四半期 決算概要

 売上高は、電源開発における販売案件縮小等に
より、前年同期に比べ2,257百万円減少し、
48,525百万円を計上

 売上総利益は、前年同期に電源開発においてた
な卸資産評価損等の一過性損失が計上されてい
たことに加え、エネルギーエージェントサービ
スの採算性の改善等により、前年同期に比べ
1,425百万円増となる2,397百万円を計上

 営業利益は、研究開発費の減少やコスト削減策
の実施等により、販売費及び一般管理費が減少
したことから、前年同期に比べ2,061百万円増
となる445百万円を計上

 親会社株主に帰属する四半期純利益は、過年度
販売した太陽光発電所の将来瑕疵担保責任に備
える補修工事損失等を特別損失に計上したこと
により、-560百万円を計上

2016年12月期 第3四半期 2016年12月期 第3四半期 概要

（百万円）

2015年
12月期
第3四半期
累計

（前期）

2016年
12月期
第3四半期
累計

（今期）

前期比 増減額

売上高 50,782 48,525 -4.4% -2,257

営業利益 -1,615 445 ー +2,061

経常利益 -1,731 56 ー +1,788

親会社株主に
帰属する

四半期純利益 -2,578 -560 ー +2,018
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2. 2016年12月期 第3四半期 決算ハイライト

前年度末 貸借対照表 比較

平成28年４月の電力の小売全面自由化に伴う小売電気事業者の登録企業数が356社（平成28年10月24
日現在）に達し、異業種から新規事業として電力小売事業へ参入する事業者の増加等、電力システム
改革による業界の動きが加速している。

業界ハイライト

 流動資産は、対前年度末より
221百万円 増加

 たな卸資産は、対前年度末より
1,278百万円 減少

 固定資産は、対前年度末より
842百万円 増加

 負債は、対前年度末より
1,649百万円 増加

 純資産は、対前年度末より
585百万円 減少

2015年
12月期末

2016年
12月期

第3四半期末
増減額

流動資産 13,944 14,166 ＋221

固定資産 7,469 8,312 ＋842

負債 18,076 19,725 +1,649

純資産 3,337 2,752 -585

（百万円）
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3. 部門別売上実績
部門別売上実績

2015年
12月期

第3四半期累計
（粗利率）

2016年
12月期

第3四半期累計
（粗利率）

前期比 増減額

エネルギー
マネジ
メント
事業

小売電気事業者向け
需給管理サービス 380 509 +34.1% +129

エネルギーサービス 34,678 39,130 +12.8% +4,451

その他 643 177 -72.5% -466

計
35,702
(4.5%)

39,817
(4.2％) +11.5% +4,115

パワー
マーケ
ティング
事業

電力卸取引 9,681 7,820 -19.2% -1,861

電源開発 5,398 887 -83.6% -4,511

その他 0 0 － －

計
15,080

(-4.1%)
8,707

(8.5％) -42.3% -6,372

合 計 50,782 48,525 -4.4% -2,257

※エネルギーマネジメント事業内のその他にはHEMS・MEMS、DR等を含む
※パワーマーケティング事業内のその他にはネガワット取引等を含む

（百万円）
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4.エネルギーエージェントサービスの進捗

エネルギーエージェントサービスにおける管理電力

2016年12月期
第１四半期

2016年12月期
第２四半期

86万

91万

94万

86万

（単位：kW キロワット）

2016年12月期
第３四半期

2016年12月期
第４四半期
（予想）

※上記管理電力は、電力代理購入サービスの契約電力とエネルギーエージェントサービスの管理電力を合算したものです。
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